
炭素繊維シートと難燃性エポキシ樹脂を用いたトンネル補強工法

難燃型トンネル補強工法
NEXCO３社  トンネル小片超えはく落対策規格(管理様式735)適合品

トウシート 「難燃型 トンネル補強工法」の特徴

内空断面の確保

簡易な施工性

高い補強効果

耐久性、耐食性

薄い繊維シートで補強するため、内空断面の減少がほとんどありません。

簡単な工程で少人数かつ短工期、重機なしで施工できます。

炭素繊維シートは、200g/m2×2層のみならず300g/m2×2層にも対応します。

難燃型エポキシ樹脂、無機系仕上げ材による難燃化、発生ガスの安全性
難燃剤を配合したエポキシ樹脂が燃焼時に薄膜層を形成し、酸素を遮断することで延焼を防ぎます。環境毒性の小さい
難燃剤を使用しているため発生ガスの有害性が低く、トンネル火災発生時の二次災害のリスクを回避できます。
仕上げ材にも燃焼反応が起こらず、有害ガスを生じない無機系塗料を使用しています。

樹脂と繊維のみで補強するため錆の発生がなく、被覆効果でコンクリートの劣化を抑制します。




